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《今後価格動向 要注意商品》

 食品 麻竹類 ↓

 食品 中国うずら缶 ↓

 食品 食用ごま ↑

 食品 海苔 ↑

 食品 昆布 ↑

 食品 にんにく（生鮮類） ↑

 食品 しょうが ↑

 食品 香辛料全般 ↑

 食品 豆乳 →

 食品 りんご原料品 ↑

 食品 パインアップル ↑

 食品 中国産みかん缶 ↓

 食品 中国フルーツ缶 ↓

 食品 国内コーン →

 冷食 国産農産品 ↑

 冷食 輸入フルーツ品 ↑

 冷食 輸入農産品 ↑

 冷食 輸入鶏肉 ↑

 冷食 輸入豚肉 ↑

 冷食 牡蠣 ↑

酒類 清酒 ↑

契約単価各社更新。中国在庫多く、相場感注意も政策的下げあり。

現地契約単価更新により、企業により政策的な下げあり。

国産の新物カキが現時点でも相変わらず厳しい状態。韓国産のカキを使用する頻度が増加。

不作による高騰。特に国産。海外輸入果汁へのシフト検討。極品薄。

１２月の出船量は約35,000t。春先の需要に向けて品薄感が継続。高値継続。先物の問い合わせが増加している状況。

現地契約単価更新により、企業により政策的な下げあり。

原料米の高騰による値上げ。

黒ゴマ原料高騰により値上げ。白ゴマは高値安定で現状維持。

全体の枚数は昨年より多いが昨年が少なかったためメーカー在庫が薄く高値。

為替要因。現地インフレ人件費上昇により価格改定品有。

アフリカ豚熱（ＡＳＦ）の影響から高値継続。特にカラー系の現物が薄い。

区分 商 品 相 場 動 向

牛乳が値上りしたことにより、需要高まる。健康志向で引き合いも強まる。

コスト高騰により各社値上げ傾向。

原料高騰に伴い各社値上げ傾向。中長期的にみてブラック・ホワイトペッパーの需要と供給のバランスが崩れる。

為替円安が進む可能性があり、輸入品全般に改定の可能性が高まっている。
中国産きぬさや スナップエンドウが残留農薬違反の影響で検査強化のため輸出が止まっている。再開は未定。

海苔同様各メーカー在庫が少ないため値上げ状況。

今期出来高良好、拡売解禁。

北海道原料品（かぼちゃ・じゃがいも・玉ねぎなど）商品供給減。価格に影響がでてきている状況。

タイ産生産量は大幅減産、新規不可・価格も上昇。インドネシア産も今後入船遅れ見込み。

コスト高騰により各社値上げ傾向。

相場状況

中国国内消費減により、一部工場滞留品スポットにより相場不安定。ストリップ、スライスは相場感注意。
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相場情報 新商品情報・食材検索は

こちらをクリック！
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